
 

 

 

 

 

 

長野大会実行委員長より ～長野市立下氷鉋小学校長 島立 仁美～ 

頑張っています！われらの仲間 

 酷暑の中にも、朝夕に秋の気配が感じられるころとなりました。各学校、2 学期の

学習や活動も軌道に乗り始めたころではないでしょうか。 

 さて、関音研だより第 2 号では、石川大会長先生より、授業研究の様子についてお

伝えいただきました。第 3 号では、運営面での進捗状況の概略をお伝えしたいと思います。 

 事前授業にあたり、各会場校では会場校係の先生方が参観者の動線を確認し、案内表示を整え、本番

さながらに準備していただきました。その中で見えてきた新たな課題についても一つ一つ対応を確認し

ながら進めていただいています。また、ホームページや申し込みフォームについても、数々の修正を経

てようやく完成し、運用開始となりました。広報・紀要係では紀要の内容や執筆者の確認、原稿依頼と

共に広告掲載の依頼を行っていただいています。ホクト係は当日の参観者や来賓の動き、業者のブース

設置などが徐々に決まり、駐車場も含めてホクトとの調整を進めていただいています。配信係ではムー

ビーイノベーション及びホクトとの折衝、各会場校の配信リハーサルなどについて打ち合わせを進めて

いただいています。レセプションについては、出演者について検討し、各県からの発表について確認依

頼していただいています。研修部では、午後の部について江﨑さんとの打ち合わせを経て会の流れを検

討し、役割分担と共におおよその全体像を決めだし、準備していただいています。学会事務局は、他県

との調整や、関音研としての流れについて確認、検討していただいています。総務部はそのすべてに関

わり、進捗を見ながら各係と連絡調整を進めています。10 月 5 日（木）には係として携わる全員が集ま

り、当日の運営に向けて各係の細案を確認し合う予定です。 

 何度も話題に上っている通り、関音研が長野県で実施されるのは初めてのことです。加えてここ数年

オンライン実施が中心であり、参集での実施は 2019 年度の横須賀大会以来となります。しかも、今大

会は参集できない参観者に配慮し、オンライン配信も併用する初の大会です。したがって、すべてが手

探りです。参考になる過去の大会をもとに検討を重ねながら

進めているところですので、「遅々として進まず」と感じら

れる方も多いかもしれません。でも、せっかくの機会ですか

ら、「よりよいものにしたい」との思いは皆同じです。“これ

まで培ってきた信州教育を他県に発信するとともに、信州の

子どもたちと先生たちが「音楽のオモシロさ」を再発見す

る”というゴールを目指して、共に走り抜きましょう。 
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発見！音楽のオモシロさ! 
～音楽科における個別最適な学びと協働的な学びを通して～   発行：関音研長野大会事務局 

 

レセプション参加のお誘い 

今大会では、4年ぶりに実施となります。

他県の先生方と交流し、学び合い、レセ

プションとはどんなものか味わえる、ま

たとないチャンスです。多忙であること

は間違いないのですが、思い切ってぜひ

参加してみませんか？ 



作成：中村 恭子（長野市立山王小学校） 

１１月１７日(金)午後 講演会＆演奏 音楽家 江
え

﨑
ざき

 文武
あやたけ

 氏 をもっと知りたい！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：江﨑 文武 公式㏋ ayatake.co & 公式Ｘ(旧 Twitter) @ayatalce】 

 

 

 

 

関音研長野大会ホームページのお知らせから、または関音研長野大 

会二次案内に記載した申し込み専用 QR コードから申し込みフォー 

ムに進むことができます。 

 

学校の芸術教育において美術、あるいは図画工作はちゃんと表現を学ぶカリキュラムになっているの

に、音楽がそうではないところに僕はずっと問題意識を持っていました。大半の生徒は自分の絵を描

いたことはあっても、“自分の音楽”を作った経験を持っていません。 

僕が講師として参加したアートスクールの冒頭で『音と音楽の違い』について質問したところ、ある

生徒から『音は動物にも鳴らせるけれど、音楽は人間にしかつくれないし、楽しめないもの』だと答

えてくれました。僕もその通りだと思います。音楽をつくることができる喜びを、多くの人たちとわ

かち合いたいという思いが、僕の創作意欲の根底にあります。 

僕は音楽創作に関わる『現場の人

間』、あるいは『アーティスト』

として、これからも教育に関わり

続けたいと思っています。なぜな

らこれまでは、音楽を創ることの

最前線に立つ人たちの声や姿勢が

音楽教育に反映されることがなか

ったからです。現場の人間とし

て、これからの学校教育の枠組み

づくりに関われるのであれば、喜

んでこの身を粉にするつもりで

す。 

僕はビジュアルを元に

音楽を作ることがすご

く多くて、ピアノの傍

にはいつも何かしら写

真集だったり画集だっ

たりを置いているんで

す。まさに絵を見なが

ら絵を描くような気持

ちで作った曲がいっぱ

いですね。 


